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１ 研究の動機 

  毎年、庭のパセリにキアゲハの幼虫がくる。観察してみたが、２年間チョウになるところを見

ることができなかった。何びきもいるのに毎年見ることができないのはどうしてなのか？今年こ

そはチョウになるところを見てみたい。 
２ 研究の方法、結果と考察 

(1) 2013年…庭で自然に羽化するところを見ようと考えたが、幼虫は１匹もいなくなった。 

(2) 2014年…飼育ケースに５齢幼虫を入れ観察したが、蛹にならないまま死んでしまった。 

(3) 2015 年（春）…庭で蛹になっていたものを枝ごと飼育ケースに入れて観察したが、アオムシ

コバチに寄生されており、うまくいかなかった。 

(4) 2015 年（夏１）…卵を観察してみると、黒いものと黄色いものがあり、黒い卵は育たないこ

とがわかった。卵も寄生されるのだろうか。 

(5) 2015年（夏２）…産卵後すぐに飼育ケースに入れ、卵から飼ってみた。（飼育ケース・防虫シ

ート・割りばし・ねん土・段ボール・紙・マイクロスコープ・ビデオカメラ）＜結果＞産卵

後４日目にふ化。16 日目には、糸をかけ始め２時間かけて割りばしに体を固定（前蛹）。じっ

と動かないままで（約 20時間）体が白っぽくなる。ぴくぴくと動き出した後、じゃばらが動

くようにぐにょぐにょと激しく動き、皮がずれていった。背中がやぶれ、突起が出てくると

みるみる背中の皮が破れ、皮が脱げていく。皮が脱げると、体を左右にくねらせて皮を落と

した。約 33 分かけて皮を脱ぎ、その後体をくねらせて、糸の位置を調整した。（蛹化） 

３ 分かったことと感想 

 ○ 観察をして、キアゲハは寄生されることや蛹になるために庭では 10メートル以上も移動して

いたことが分かった。また、卵の殻や脱皮した皮を食べることや幼虫が足をうまく使ってエサ

を食べること、産卵後４日目にふ化し、２日ごとに４回脱皮すること、２時間もかけて糸をか

け前蛹になり、20時間で蛹の形に変化することなど多くのことが分かった。 
 ○ 一番すごいと思ったのは、前蛹から蛹になるところで、その動きが激しくてびっくりした。

予想以上に時間をかけて蛹になることも分かった。何回も失敗したが、その度にいろんなこと

が分かり、もっと知りたい気持ちになった。羽化するところを見ていないのでぜひ見てみたい。 

【産卵から羽化までの変化】
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